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資 料

鹿児島県内の野鼠及びダニ類からの病原体検索

―2005年度調査から―
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１ はじめに

2005年６月７日に徳之島保健所から日本紅斑熱患者（72

歳女性）の届出があった。離島においては，1990年３月

に徳之島で患者（52歳女性）が発生したとの報告 があ１）

り２例目の報告となった。患者からの病原体リケッチア

の検出及び媒介マダニ等については確定できていない。

そこで，野鼠及びダニ類の調査を実施した。また，県

内では，日本紅斑熱患者の発生は大隅地区に多く発生し

ている ことから，大隅地区での野鼠及びダニ類の採２）３）

集をはじめ，屋久島，出水地区においても調査し，日本

紅斑熱，つつが虫病，レプトスピラ症，バベシア症，回

帰熱，野兎病等の病原体の検索を行ったので報告する。

２ 材料と方法

２．１ 調査期間と調査地域

２．１．１ 2005年６月29日,８月未明 徳之島(図１の①)

2005年６月７日に徳之島保健所から，日本紅斑熱患者

が発生したと届出があった。

患者発生に伴い，徳之島保健所が６月29日と８月に調

査を実施し，ダニ類の採集を行った。

２．１．２ 2005年９月１日 大隅地区(図１の②)

大隅地区でダニ類を採集し，日本紅斑熱及びつつが虫

病の病原体検索を試みた。

２．１．３ 2005年11月23日～2005年11月26日 徳之島

(図１の③)

６月に徳之島町で発生した日本紅斑熱患者発生地につ

いて，厚生労働科学研究費研究班新興再興感染症研究事

業で調査を実施し，当センターも参加した。

２．１．４ 2006年１月27日～2006年１月30日 屋久島

(図１の④)

前年度（本誌第６号掲載）実施した種子島調査結果か

ら，今回，最も近隣である屋久島について厚生労働科学

研究費研究班新興再興感染症研究事業に当センターも参

加し，野鼠等の調査を実施した。

２．１．５ 2006年3月30日～2006年3月31日 出水地区

(図１の⑤)

（ ）出水地区の野鼠及びダニ類の調査を出水保健所 本田

が実施し，捕獲野鼠及びダニ類を各分野で病原体の分離

及び分類同定を実施した。

. . . . . . . . .7 (2006)Ann Rep Kagoshima Pref Inst for E R and P H Vol

1 鹿児島県立大島病院 〒894-0015 鹿児島県名瀬市真名津町18-1

2 鹿児島県川薩保健所 〒895-0041 鹿児島県薩摩川内市隈之城228-1

3 鹿児島県保健福祉部健康増進課 〒890-8577 鹿児島県鴨池新町10-1

4 国立感染症研究所細菌第一部 〒162-8640 東京都新宿区戸山1-23-1

5 大原綜合病院附属大原研究所 〒960-0195 福島県福島市鎌田字中江33

6 愛知医科大学寄生虫学教室 〒480-1195 愛知県愛知郡長久手町

7 島根県保健環境科学研究所 〒690-0122 島根県松江市西浜佐陀町582-1

8 日本大学生物資源科学部獣医学科 〒252-8510 神奈川県藤沢市亀井野1866

9 福井大学医学部病因病態医学講座 〒910-1193 福井県吉田郡松岡町下合月23-3
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図１ 調査地域（２．１の調査地域を示す）

２．２ 調査方法

２．２．１ 野鼠の捕獲方法

鳥獣捕獲申請により許可を受けている野鼠について，

シャーマントラップ及び角坂トラップにより捕獲を行っ

た。１地点当たり50個から100個のトラップを午前９時

から午後５時頃までに設置し，翌日早朝に回収した。

なお，捕獲した野鼠については，種別・性別・生死・

脾腫などを記録し，病原体検索に必要な血液や臓器など

を採取した。

法２．２．２ 野鼠寄生ダニ類採集方

野鼠寄生ダニ類は，野鼠耳介を切り取って持ち帰り，

シャーレに張った水に，ペットボトルのキャップを浮島

のように真ん中に置き，耳介をのせ，寄生していたダニ

類を，水を張ったシャーレに落下させ，捕集した。

（図２） 耳介

法図２ 野鼠寄生ダニ類採集方

２．２．３ マダニ類の採集方法

マダニ類は，flagging法（山間の草地や道端，林間の

地表や下草を白いフランネルの旗(60cm×80cm)で一辺を

棒に通したものではらって歩く ）によって採集した。。

３ 採集結果

３．１ 徳之島

３．１．１ マダニ採集結果

トカラギャップ
（渡瀬線）
トカラ列島の悪石島

子宝島の間に設けられ
た動物地理区における
旧北区（温帯から寒帯
に起源を持つ動植物
相）と東洋区（亜熱帯
から熱帯に起源を持つ
動植物相）の分割を示
す‘渡瀬線’があり，
トカラ列島と子宝島沖
には「トカラギャッ
プ」と呼ばれる深度
1000ｍを越える海裂が
存在する。
氷河期に海退したと

きに揚子江の出口が
あったといわれている。

2005年６月29日 採集 徳之島保健所 犬舎

（クリイロコイタマダニ）3♀,2♂Rhipicephalus sanguineus

2005年８月未明採集 徳之島保健所 犬舎

（クリイロコイタマダニ） 8♀,8♂Rhipicephalus sanguineus

３．２ 大隅地区

３．２．１ マダニ類採集結果（2005年９月１日）

大隅地区のマダニ類採集結果を表１に示す。

表１ マダニ類採集結果（2005年９月１日）

３．３ 徳之島

３．３．１ 野鼠捕獲結果（2005年11月24日～28日）

徳之島の野鼠捕獲結果を表２に示す。

表２ 野鼠捕獲結果（2005年11月24日～28日）

３．３．２ マダニ採集結果

徳之島のマダニ採集結果を表３に示す。

表３ マダニ採集結果（2005年11月25日～28日）
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飽血脱皮待ち(051130)

外部寄生虫

Live24♀クマネズミ2005/11/2818

Live77♀クマネズミ2005/11/2717

Live122♀クマネズミ2005/11/2716

Live27♀ジャコウネズミ2005/11/2715

dead5♀ワタセジネズミ2005/11/2714

Live32♀ジャコウネズミ2005/11/2713

dead101♀クマネズミ2005/11/2712
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Live45♀クマネズミ2005/11/2610

Live91不明クマネズミ2005/11/259

Live74♀クマネズミ2005/11/258

Live113♀クマネズミ2005/11/257

Live129♂クマネズミ2005/11/256

Live25♀クマネズミ2005/11/255

Live58♂ジャコウネズミ2005/11/254

Live113♀クマネズミ2005/11/243
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Live6♂ワタセジネズミ2005/11/241

生死体重性別個体情報種類トラップ回収No.
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生死体重性別個体情報種類トラップ回収No.

1A m b ly o m m a  t e s t u d in a r i u m

徳 之 島 町 山 2 0 0 5 .1 1 .2 8   植 生

1 1H a e m a p h y s a l is  f la v a
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徳 之 島 町 井 之 川 岳 2 0 0 5 .1 1 .2 6   植 生
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３．４ 屋久島

３．４．１ 野鼠捕獲結果(2006年１月27日～30日)

屋久島での捕獲野鼠の抗体検査結果を表４に示す。

（ ）表４ 屋久島での捕獲野鼠の抗体検査（野兎病菌については微量凝集，その他は免疫ﾍﾟﾙｵｷｼﾀﾞｰｾﾞ反応による） 単位：倍
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３．４．２ マダニ類採集結果(2006年１月28日～30日)

屋久島のマダニ採集結果を表５に示す。

表５ 屋久島のマダニ採集結果(2006年１月28日～30日)

*1 紅斑熱群リケッチアを分離

３．４．３ 野鼠寄生ダニ類・昆虫採集結果

(2006年１月28日～30日)

（ﾌｼﾞﾂﾂｶﾞﾑｼ） 252Leptotrombidium fuji

（ｶﾝｻｲﾂﾂｶﾞﾑｼ） 10Leptotrombidium kansaii

（ｸﾛｼｵﾂﾂｶﾞﾑｼ） 12Leptotrombidium kuroshio

(ｱｶﾈｽﾞﾐｼﾗﾐ） 1Hoplopleura akanezumi

123H aem aphysa lis  yen i

＊ 11H aem aphysa lis  k itaoka i

牛 床 ， 2006 .1 .30

6Ixodes tu rdus

1H aem aphysa lis  yen i

11H aem aphysa lis  k itaoka i

1H aem aphysa lis  fo rm osens is

栄 町 ， 2006 .1 .30

6H aem aphysa lis  yen i

3H aem aphysa lis  fo rm osens is

1H aem aphysa lis  m egasp inosa

1H aem aphysa lis  flava

永 田 岳 登 山 口 ， 2006 .1 .28

♂♀N ym phLarva

採 集 数

種 類採 集 地 ，Date

123H aem aphysa lis  yen i

＊ 11H aem aphysa lis  k itaoka i

牛 床 ， 2006 .1 .30

6Ixodes tu rdus

1H aem aphysa lis  yen i

11H aem aphysa lis  k itaoka i

1H aem aphysa lis  fo rm osens is

栄 町 ， 2006 .1 .30

6H aem aphysa lis  yen i

3H aem aphysa lis  fo rm osens is

1H aem aphysa lis  m egasp inosa

1H aem aphysa lis  flava

永 田 岳 登 山 口 ， 2006 .1 .28

♂♀N ym phLarva

採 集 数

種 類採 集 地 ，Date

３．５ 出水地区

３．５．１ 野鼠捕獲結果(2006年３月10日～11日)

下平野 アカネズミ１♀

ヒメネズミ１♀

３．５．２ 野鼠寄生ダニ類採集結果

(2006年３月10日～11日)

（ﾌｼﾞﾂﾂｶﾞﾑｼ） 20Leptotrombidium fuji

４ 考察

①奄美諸島の徳之島（図１）は，動物地理学上の東洋

区に属する亜熱帯の島でハブ（毒蛇）が生息し，草地，

。 ，茂みなどの調査は極めて危険である 患者発生地からは

マダニ採集はできなかったものの保健所の犬舎（野犬一

Rhipiceph-時繋留所）に発生しているマダニを採集し，

クリイロコイタマダニ） と同定さalus sanguineus（ ３）

れた。クリイロコイタマダニは外来種であり，沖縄本島

においても確認されていることから，徳之島にも侵入し

ていると考えられた。クリイロコイタマダニは，ボタン

熱（地中海周辺域）のほか，ロッキー山熱や回帰熱を媒

介するともいわれている。

離島での日本紅斑熱患者発生は，1990年に徳之島で発

. . . . . . . . .7 (2006)Ann Rep Kagoshima Pref Inst for E R and P H Vol
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生したものの患者及びマダニ類からの病原体の分離同定

は確認できていない。2005年６月に発生した患者につい

ても血清学的所見から日本紅斑熱陽性と判定されたが，

患者血液からの病原体検索は，離島からの検体搬入など

もあって病原体の検出はできなかった。しかしながら，

（タカサゴキララマダニ）からAmblyomma tesudinarium

不明紅斑熱群リケッチアが確認されている報告 Hiroki,（

F,et,al ）もあり，今後さらに調査を実施していく必６）

要がある。

②大隅地区では１属４種のマダニを採集し，O.t,R.j

遺伝子は検出できなかった。

野鼠及びマダニ類からの検索について③徳之島での

３．３．１に示すように３属３種の野鼠を捕獲し，は，

Ixodes granulatusクマネズミ主体であった。野鼠寄生の

（ミナミネズミマダニ） からボレリアを,野鼠耳介及４）

び膀胱から （高田提唱のBorrelia valaisiana related

として，専門家により新種記載のBorrelia orientalis

予定 ）を検出した。このボレリアについては，海外か。

らのライム病輸入例報告 がある。５）

また，野鼠からバルトネラ をBartonella phoceensis

Bar-４株分離している。バルトネラは，猫ひっかき病（

tonella grahamii Bartonella)がよく知られているが，

の人に対する病原性については，明らかにさphoceensis

れていない。

④屋久島での調査では， （ヒHaemaphysalis kitaokai

ゲナガチマダニ）から紅斑熱群リケッチアを分離してい

る。永田地区では，野鼠のリケッチアの抗体価が上昇し

（ ）。ているものもあり，リケッチア感染症が示唆された 表２

ダニ類では，１属３種のツツガムシを採集し，PCR検

Orientia tsutsugamushi Ricke-査を実施したが， (O.t),

(R.j)遺伝子は検出できなかった。ttsia japonica

⑤出水地区では，アカネズミ及びヒメネズミそれぞれ

１匹計２匹から病原体検索を行ったが,病原体は検出で

きなかった。また，ツツガムシは，フジツツガムシのみ

であった。

５ まとめ

鹿児島県において，日本紅斑熱は，県南東部（大隅地

方）に偏在していると報告 したが，離島での患者も２）３）

２例報告されたことから，調査地域を拡大し病原体の検

索に努める。

環境や人の生活の変化に伴い，動植物生態系の変化が

生じると推測される中，徳之島で外来種であるクリイロ

コイタマダニの侵入が確認された。

ボレリア，バベシア，バルトネラなどダニ媒介性感染

症を考慮する重要な調査結果が得られたことから，鹿児

島県内のダニ類の分布及び発生状況を把握し，ダニ媒介

性感染症についての病原体検索を継続して行うことが重

要である。

徳之島調査においては，徳之島保健所，徳之島診療所

川野大介医師及び屋久島調査においては，屋久島保健所

に御協力いただきました。さらに，厚生労働科学研究費

研究班新興再興感染症研究事業の関係者の先生方の御協

力のもと調査を実施できましたことに深謝いたします。
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